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丸山穂高議員 　日本維新の会の丸山穂高でございます。本日の証人喚問、はっきりとですね、

総理や夫人、総理夫人、官邸、大臣、省内他局の関与はないとこれは明確にはっ

きり述べられましたけども、でもなぜじゃあ誰がね、なぜこれに対してっていう

一番国民の皆さんが知りたい部分に対して残念ながら訴追のおそれがあるという

ような発言ばっかりで、全く明らかになってないというふうに思っています。こ

れね、断言できたの、なんで断言できるのかというのは皆さん不思議に思ってる

と思うんですけども、今、他の委員のご答弁でもですね、通常そうしたことがあ

ればですね、通常、局長であったご自身に対しても、こうしたことがあった、大

臣から指示があった、官邸から指示があったという話があるはずだということで

すが、全くご自身が関与していなければ、これに関して、そういった、まず報告

はそもそも上がりませんよね。ってことはご自身としては、これに関与している

と認めたも同然じゃないですか。いかがでしょう。

佐川宣寿証人 　今の前提は私が仮にこの知らなくて済む、誰かがやっててそこにその官邸の指

示があったということを、という理解なのですが、それはその官邸なり大臣が私

を外して、その下のものと、そういうことをしているという前提になるのかもし

れませんが、いずれにしても理財局の財務省の部下職員がそういう政治的に高い

次元から何か話をしたときに、局長に話を入れないで済むというふうには、なか

ろうというふうに思っておりますので、どういうケースでも、そういう場合は理

財局長に話が上がってくるものだというふうに思っております。

丸山穂高議員 　ケースとしてですけども、局長を通さずに大臣から、大臣レクに行くときに、

局長がいない場合もありますよね。課長だけだとか、審議官、参事官だけで行く

ときもある。そうしたときにそういう指示があったとしてですよ、それに対して

話を入れないことはあり得ないというご答弁なので、そういう意味であれば、そ

ういう部下からそういう報告は一切なかったと今断言できるということですね。

佐川宣寿証人 　総理からの指示とか、大臣からの指示とか、そういうことは部下からございま

せんでした。

丸山穂高議員 　他局からも、他局の他の幹部に対しても、そういった指示があったということ

は聞いてないということですね。

佐川宣寿証人 　下から、部下から職員から聞いておりません。

丸山穂高議員 　私で最後の時間でございます。時間もありませんので、まとめの質疑に入って

いかざるを得ませんが、これまで何かご発言で訂正したいことだとか、言い残し

たことがあれば重ねてお聞きもしたいと思いますが、本日のこの一連のね、ご発

言でです、国民が知りたい真相、これに対して解明できたとご自身はお考えに

なってるかどうか、率直にお答えいただけますか。

佐川宣寿証人 　それは先ほどから委員の方々からお叱りを受けておりますので、そういうふう

に実際にどういう経緯で誰がやったのかということについてはお答えできており

ませんので、そこについては、そういうお叱りを受けたということで、ご満足で

きているんだろう、できていないんだろうというと、できていないんだろうとい

うふうに思っております。

丸山穂高議員 　解明できていないということですね。ご自身そう思われてるということなんで

すね。
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佐川宣寿証人 　先ほどから各委員にお叱りを受けている、どういう経緯で誰がどう具体的に指

示をしたかという点についてはお答え申し上げておりませんので、その点につい

ては明らかになっていないということでございますが、それはまさに裁判、司法

のほうになるということでございます。

丸山穂高議員 　そもそも、この衆参合わせて、たった４時間の証人喚問、無理があると思いま

す。私もたった５分しかありませんしですね。本来この予算委員会、そもそも

今、北朝鮮情勢が動いている。北のトップが中国に行ってるかもしれないという

情勢の中で、米中貿易摩擦もあります、外交問題、やらなきゃいけない重要法案

も、何より予算も審議していかなきゃいけない中でですね、こうした短時間の予

算委員会、絶対無理だと思います。しっかり別の場にですね、わが党いつも主張

してます特別委員会なり、第三者の検証委員会を設けてですね、しっかり佐川さ

んにも来ていただいて、これは国民の皆さん、明らかにしてほしいと思ってい

らっしゃる案件ですから。しっかりこれは委員としても、国会としてもやってい

かなきゃいけないというふうに思います。最後、これがおそらく最後の質問にな

ると思います。証人喚問、ずっとやってこられました。公務員の信用が失墜して

いる今の状況、心を痛めている人いっぱいいます。公務員の皆さんも、何より国

民は、どうしてこんな状況になったんだと思ってらっしゃると思います。ご本人

として、最後、率直に国民の皆さんに話したいことをお話しいただけますか。

佐川宣寿証人 　再度申し上げます。こうした事態になりまして、行政の信頼を揺るがすような

ことになりまして、本当に国民の皆さまに大変申し訳ないと思っております。お

わび申し上げます。

丸山穂高議員	 　時間が参りましたので、これにて私、丸山穂高の質問を終わります。ありがと

うございます。


